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ーわがまう歴史探訪、足もとの文化遺産への掩い一

ミュージアム都留からのお知らせ

芭蕉のさと企画展

甲州俳詣展「書籍の諸相と俳書」
会　期12月8日（土）一平成20年2月3日（日）

休館日　月曜日、第3火曜日、祝日の翌日、

年末年始（12月29日一1月3日）

日本の情報伝達の方式を展望して、概括的に言いますと、上代

から中世までの写本時代と近世以降の出版時代とに二分されます

が、木版印刷は平安時代からありました。基本的に宗教関係書が

それに該当します。一般書の出版となると近世からが圧倒的な量

を誇ることとなりました。

新たな出版時代を迎え、豪華本から廉価本へと推移して行き、

印刷技術そのものも古活字本から整版本へと変容して行きます。その過程で現在では考えられないような大ぶり

の本も認められますが、貴重な保存本としての役割を担っていたのでしょう。やがて実用を考慮して、半紙本ない

しは標本が全盛となっていき、出版のスタイルそのものも多様になって行きます。明治以降、金属活字が主流とな

り、さらに現代になって変容していると理解して良いでしょう。

支配階級から庶民階級まで流布していた江戸時代にお

ける俳譜の出版スタイルは、和歌や小説家とは様相が異

なります。和歌や小説系が現代でいう出版社（出版書蔚）

から刊行されるのに対して、全てとは言えませんが、俳

譜は基本的に私家版のスタイルを取って行きます。

これに対して芭蕉は自分のものに関しては、写本のス

タイルでしか資料を残していません。出版された俳書は、

ほぼ門弟の名によるものとなります。

今回は複製品や原資料類を駆使して、書籍の諸相と俳

書のあり方を展望してみます。

勝也欄の巌電燈撞憲！
小山田民の申津森館跡があった生さ

れる場所の周辺には、デイ堀という深

い落ち込みが残されています。昨年度、

中津森餞隣推定地燭辺で待った地中レ
ーダー探査の緒菜、このデイ堀が推測

へ続いている可能性が出て富ました。

このデイ堀の続雷を探し、堀の全容を

細ることで、館のあった場所がある種

度特定ぞ啓るのではないかと考え、こ

のデイ堀の続きの調査を行いました。

その鰭栗、地車レーダー探査で確認さ

れたように落ち込みが北側でも騒認す

ることがで藷ました。今後はこの落ち

込敏がデイ堀の一部かとうか特建する

ために調査を進めていきます。

元禄時代の天和3年（1683年）、江戸の大火で庵を焼かれ

た些芭蕉が弟子の嵩講詳論苗巌（俳号藁壷）に招か
とうりんけん

れ菓増の家の離れである「桃林軒」に

約半年間滞在しました。ミュージア

ム都留では、このような歴史をふま

え、毎年芭蕉と甲州の俳詣史につい

て紹介する「甲州俳詣展」を開催して、「桃林軒」

今年で7回目となります。 ※ふるさと会館の裏手にあり

ます。

『ディオニュソスとミダス王』

（1976年）石版画
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